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念
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
居
な

が
ら
施
工
を
行
う
際
の
居
住

性
を
配
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
、
揺
れ
な
い
足
場

・
風
に
強
い
足
場
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
開
発
し
た
聞
社
の
連

結
式
ゴ
ン
ド
ラ
「
S
M
S工

法
」
が
採
用
さ
れ
た
。

同
現
場
で
は
、
建
物
外
周

に
連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
を
連
続

し
て
回
廊
状
に
設
置
。
ゴ
ン

ド
ラ
聞
の
障
害
物
を
な
く
す

こ
と
で
、
建
物
外
周
を
自
由

に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
ゴ
ン
ド
ラ
は
2
層
構
造

と
し
、
建
物
最
上
階
か
ら
2

フ
ロ
ア
ー
分
を
3
週
間
ピ
ッ

造
物
の
場
合
、
地
足
場
の
設
一
チ
で
作
業
を
進
め
て
い
る
。

置
が
現
実
的
に
不
可
能
で
あ
一
こ
の
た
め
、
居
住
者
は
当
該

る
こ
と
、
墜
落
・
落
下
・
飛
一
階
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る

散
の
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
こ
一

3
週
間
以
外
は
通
常
の
居
住

と
、
風
の
影
響
、
高
所
作
業
一
環
境
が
確
保
さ
れ
る
。
一
方
、

に
伴
う
恐
怖
感
が
増
大
し
危
一
作
業
者
は
ゴ
ン
ド
ラ
ゲ
!
ジ

険
度
が
増
す
こ
と
な
ど
が
懸
一
に
設
置
さ
れ
た
着
脱
が
容
易

¥
え
弘
、
な
オ
i
ニ
ン
グ
シ

、，臨

i
ト
や
落
下
防
止

エ
プ
ロ
ン
で
飛
散

落
下
を
確
実
に
防

止
す
る
ほ
か
、
ゴ

ン
ド
ラ
を
壁
つ
な

ぎ
材
で
固
定
し
て

い
る
た
め
揺
れ
が

殆
ど
な
く
、
安
定

し
た
状
態
で
作
業

が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
全
て
の
ゴ
ン
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超
高
層
で
も
揺
れ
な
し
足
場

一フン咽コ綜

連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
で
安
心
・
安
全
日

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
の
連
結
式

ゴ
ン
ド
ラ
「
S
M
S
工
法
」

が
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
発

注
の
超
高
層
住
宅
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
で
は
初
め
て
採
用

さ
れ
、
高
所
で
も
安
全
・
安

心
に
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

、
(
施
工
・
浅
沼
組
)

る。
同
工
事
は
、
例
年
に
竣
工

し
た
地
下
2
階
地
上
釘
階
建

て
軒
高
1
0
9
M、
最
高
高

さ
1
2
2
Mの
コ

i
シ
ャ
タ

ヲ
l
佃
(
中
央
区
)
の
リ
一
一

ュ
l
ア
ル
工
事
。
超
高
層
建

ド
ラ
ゲ
l
ジ
に
ロ
ー
ド
セ
ル
一
た
が
、
厚
空
労
働
省
か
ら
認

を
設
け
、
過
積
載
等
の
過
負
一
め
ら
れ
ず
約
3
年
間
の
協
議

荷
を
検
出
し
た
場
合
に
は
自
一
の
末
、

mm年
に
連
結
式
ゴ
ン

動
的
に
停
止
す
る
シ
ス
テ
一
ド
一
フ
と
し
て
認
可
を
取
得
。

ム

。

一

こ

れ

ま

で

に

霞

が

関

ピ

ル

等

ゴ
ン
ド
ラ
の
移
動
は
集
中
一
オ
フ
ィ
ス
ピ
ル
や
ホ
テ
ル
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
操
作
で
一
面
一
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
で
実
繍
を

づ
っ
4
面
を
順
次
、
ゴ
ン
ド
一
挙
げ
た
き
た
。

5
年
前
か
ら

一
フ
を
連
結
し
た
ま
ま
移
動
一
は
U
R再
空
機
構
の
高
層
マ

さ
せ
る
。
同
現
場
で
は
、
ゲ
一
ン
シ
ョ
ン
で
も
採
用
さ
れ
て

i
ジ
長
さ

7
3
0
0
戸
×
一
い
る
口
今
後
、
バ
ブ
ル
期
に
一

幅
8
2
0戸
×
高
さ
6
6
0
一
建
設
さ
れ
た
超
高
例
マ
ン
シ
一

0
戸
、
積
載
荷
重
7
0
0
F
一
ョ
ン
が
建
築
後
初
年
を
経
過
一

等
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
採
用
し
一
し
改
修
・
修
繕
の
時
期
を
迎
一

た

。

一

え

る

に

あ

た

り

、

高

所

で

も

施
工
を
担
当
す
る
浅
沼
組
一
安
全
・
安
心
に
作
業
が
可
能
一

東
京
本
居
リ
ニ
ュ

i
ア
ル
部
一
な
辿
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
の
需
要

の
伊
藤
敦
夫
所
長
は
、
「
仮
一
が
期
待
さ
れ
る
。

設
資
材
を
高
層
階
ま
で
揚
げ

る
際
に
非
常
用
エ
レ
ベ
ー
タ

し
か
使
え
ず
、
最
終
的
に
は

人
力
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き

く
、
苦
労
し
た
。
ま
た
、

3

週
間
と
い
う
ピ
ッ
チ
を
守
る

の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
準
備

に
要
し
た
期
間
や
ゴ
ン
ド
ラ

安
全
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い

る
1
年
に
l
回
の
検
査
に
費

や
し
た
期
間
を
工
程
の
中
で

短
縮
す
る
こ
と
は
至
難
の

業
」
と
い
う
。
工
期
は

ω年

5
月
か
ら
日
年
3
月
末
ま
で

の
お
か
月
間
。

2
月
1
日
現

在
の
進
捗
率
は
鈎
%
。

連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
は
当

初
、
横
連
続
腐
吊
足
場
と
の

認
識
で
商
品
開
発
が
行
わ
れ
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建
て
(
高
さ
1
2
2
M
)
で、

通
常
の
足
場
設
置
に
よ
る
改
修

作
業
が
困
難
。
特
に
強
風
対
策

の
面
か
ら
、
従
来
の
養
生
ネ
ッ

ト
工
法
と
比
較
し
て
、
ゴ
ン
ド

ラ
ゲ
!
ジ
の
み
が
風
圧
力
を
受

け
る
た
め
~
強
風
へ
の
安
全
性

は
高
い
。
さ
ら
に
、
作
業
時
は

ゴ
ン
ド
ラ
を
壁
つ
な
ぎ
材
で
壁

面
に
固
定
し
て
お
り
、
「
作
業
者

が
安
心
し
て
質
の
高
い
仕
事
が

で
き
る
」
(
大
和
久
社
長
)
な
ど
、

高
層
建
築
へ
の
適
用
に
メ
リ
ッ

ト
を
持
つ
。

コ
ス
ト
面
で
も
従
来
の
ゴ
ン

ド
ラ
工
法
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、

「
m
M以
上
の
高
層
建
造
物
で

は
、
コ
ス
ト
は
低
い
」
と
い
う
。

S
M
S工
法
は
1
9
9
3
年
か

ら
開
始
さ
れ
、
現
場

実
績
は
問
物
件
で
お

件
目
。
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都
住
供
超
高
層
に
初
採
用

羽
ン
ド
瑚
強
風
で
も
揺
れ
抑
え
る

日
綜
産
業
グ
ル
ー
プ
の
日

綜
ゴ
ン
ド
ラ
(
大
和
久
忠
政

代
表
取
締
役
)
が
開
発
し
た

連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
「
S
M
S

工
法
」
が
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
の
超
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

足
場
を
設
け
る
工
法
。
強
風
一
採
用
さ
れ
た
の
は
東
京
都

に
対
す
る
安
全
性
が
高
く
、
一
住
宅
供
給
公
社
が
発
注
し
、

建
物
全
体
を
ネ
ッ
ト
で
覆
う
一
浅
沼
組
が
施
工
す
る
コ
i
シ

従
来
工
法
で
は
難
し
か
っ
た
一
ャ
タ
ワ
l
佃
改
修
工
事
(
東

超
高
層
建
物
の
改
修
工
事
に
一
京
都
中
央
区
)
。
建
物
の
規
一
で
は
風
圧
力
を
壁
面
の
養
生

適

し

て

い

る

。

一

模

は

地

下

2
階
地
上
幻
階
建
一
ネ
ッ
ト
全
体
で
受
け
て
し
ま

て
延
べ
約
4
万
6
0
0
0平
一
う
が
、
連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
で

方
針
。
高
さ
は
約
1
2
0
M
一
は
ゴ
ン
ド
ラ
ケ
!
ジ
だ
け
が

に
上
る
。
上
層
階
か
ら
下
階
一
一
風
圧
力
を
受
け
る
た
め
、
春

に
向
か
っ
て
2
層
ず
つ
施
工
一
一
一
番
の
強
風
下
で
も
特
別
な

し
、
現
在
は
4
、
5
階
部
分
一
措
置
が
必
要
な
い
。

に
連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
一
特
に
超
高
層
建
物
の
リ
ニ

し
て
い
る
。
工
期
は

ω年
5
一ュ

i
ア
ル
工
事
で
は
高
層
部

月
か
ら
日
年
3
月
ま
で
。
一
分
の
強
風
が
問
題
に
な
り
や

連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
は
凶
年
一
す
く
、
従
来
工
法
で
は
作
業

以
降
、
こ
れ
ま
で
に
鐙
が
関
一
が
進
ま
ず
、
途
中
で
工
法
を

ピ
ル
や
都
市
再
生
機
構
の
高
一
変
え
た
事
例
も
あ
る
と
い

腐
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
お
棟
程
一
う
。
今
回
の
改
修
工
事
で
も

度
で
採
用
さ
れ
た
実
績
が
あ
一
「
風
の
影
響
や
構
造
計
算
を

る
。
ゴ
ン
ド
ラ
ケ
ー
ジ
と
建
一
考
え
る
と
従
来
工
法
で
は
困

物
は
固
定
金
具
で
接
続
さ
れ
一
難
」
(
伊
藤
敦
夫
浅
沼
組
東

る
た
め
揺
れ
が
少
な
く
、
地
一
京
本
庖
リ
ニ
ュ
!
ア
ル
部
所

上
と
変
わ
ら
な
い
作
業
環
境
一
長
)
と
判
断
さ
れ
、
連
結
式
ゴ

を
実
現
す
る
。
連
結
し
た
ゴ
一
ン
ド
ラ
の
採
用
に
至
っ
た
。

ン
ド
ラ
内
は
自
由
に
行
き
来
一
コ
ス
ト
で
も
対
象
建
物
が
高

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
一
さ
1
0
0
Mを
超
え
る
と
、

作
業
性
も
高
い
。
従
来
工
法
一
従
来
工
法
よ
り
も
抑
え
ら
れ

リ
ニ
ュ

i
ア
ル
工
事
に
初
め

て
採
用
さ
れ
、
施
工
現
場
が

1
日
公
開
さ
れ
た
。
建
物
の

外
周
に
連
続
し
て
ゴ
ン
ド
ラ

を
設
置
し
、
上
下
2
フ
ロ
ア

の
工
事
階
に
回
廊
状
の
固
定

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
は
こ
の

ほ
か
、
飛
散
落
下
防
止
や
過

負
荷
防
止
に
も
優
れ
て
お

り
、
連
結
し
た
ま
ま
下
階
方

向
に
降
ろ
す
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
ゴ
ン
ド
ラ
が
不
安
定

な
状
態
の
時
間
を
短
く
す
る

こ
と
が
可
能
。
操
作
盤
を
使

い
集
中
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
で
安
全
性
も
確
保
す

る。
従
来
工
法
で
は
工
事
期
間

中
、
ネ
ッ
ト
で
覆
わ
れ
続
け

る
た
め
、
各
住
戸
か
ら
の
眺

望
は
長
期
間
に
わ
た
り
遮
ら

れ
る
が
、
連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ

の
場
合
、
覆
わ
れ
る
の
は
工

事
階
の
2
フ
ロ
ア
だ
け
で
、

2
フ
ロ
ア
の
施
工
も
3
週
間

程
度
で
済
み
、
居
住
者
の
負

担
が
少
な
い
の
も
特
徴
だ
。
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龍
一
問
問
題
に
連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
活
現

施
工
し
て
い
る
コ

i
シ
ャ
タ
ワ
i
佃
(
東

京
都
中
央
区
)
の
改
修
工
事
に
導
入
、
好

評
を
得
て
い
る
。

日
綜
産
業
は
当
初
、
横
連
府
吊
り
足
場

と
し
て
開
発
し
た
が
、
厚
生
労
働
省
か
ら

吊

り

足

場

と

は

認

め

ら

れ

ず

、

そ

の

後

、

長

ゴ

ン

ド

ラ

の

標

3
年
か
け
て
協
議
し
た
結
果
、

1
9
9
3

邑
遺

y
g噺
準
機
は
長
さ
7
・

年
に
連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
と
し
て
初
め
て
製

.ve--w二
轍

明

3
x
高
さ
6

・6

造
認
可
を
得
た
。
東
京
海
上
日
動
火
災
保

da
一仁

¥fL
醐
×
幅
0

・
mM刷、

険
本
社
ビ
ル
を
始
め
、
ホ
テ
ル
、
都
市
再
浅
飛
散
落
下
を
防
止
一

生
機
構
や
民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
れ
件
す
る
た
め
天
井
か
ら
床
ま
で
全
体
を
シ
l
f

で

実

績

が

あ

る

。

ト

で

磁

い

、

過

積

裁

を

防

ぐ

過

負

荷

防

止

f

コ
!
シ
ャ
タ
ワ
!
佃
は
、
都
住
供
が
超
対
策
な
ど
も
講
じ
て
い
る
。
コ
!
シ
ャ
タ
十

島
高
閲
マ
ン
シ
ョ
ン
で
改
修
工
事
を
す
る
初
ワ
l
佃
に
は
、
標
準
機
、
長
さ
が
伸
縮
で
-

闘
め
て
の
ケ
!
ス
と
な
っ
て
い
る
。
規
模
は
き
る
機
種
を
合
わ
せ
沼
台
が
導
入
さ
れ
て
-

圃

R
C造
地
下
2
階
地
上
幻
階
建
て
延
べ

4

い

る

。

一

!
万
6
2
8
9平
方
M
、
4
2
5世
帯
の
賃
伊
藤
所
長
は
、
「
バ
ブ
ル
期
に
建
て
ら
一

圃
貸
住
宅
で
例
年
に
完
成
し
た
。
改
修
工
事
れ
た
超
高
間
ピ
ル
が
加
年
く
ら
い
た
つ
の
一

織
の
工
期
は
2
0
0
9年
5
月
か
ら
日
年
3

で
、
大
規
模
改
修
工
事
の
需
要
が
今
後
増

田
月
末
ま
で
の
お
カ
月
と
な
る
。
え
て
く
る
」
と
み
て
い
る
。

日
綜
産
業

日
綜
産
業
の
連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
が
、
超

高
間
ビ
ル
の
改
修
工
事
で
採
用
さ
れ
て
い

る
。
超
高
閲
ピ
ル
の
場
合
、
風
が
強
く
通

常
の
ゴ
ン
ド
ラ
や
外
部
足
場
は
安
全
性
、

施
工
性
、
強
度
な
ど
の
面
か
ら
問
題
が
多

い
が
、
こ
う
し
た
点
を
ク
リ
ア
で
き
る
ほ

か
、
高
さ

ω
i
m
M以
上
だ
と
コ
ス
ト
も

有
利
な
た
め
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
。
東

京
都
住
宅
供
給
公
社
が
発
注
、
浅
沼
組
が

2階部分の内部

発行所日明i建務圏雲寺雁跡土
干101-0054
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綴鈴貯金口座00190-2-97953

@臼刊雄投通信新聞社 2011

ト

連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
は
2
階
建
て
で
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
四
周
を
囲
ん
で
固
定
し
て
い

る
。
浅
沼
組
の
伊
藤
敦
夫
所
長
は
、
「
風

が
強
い
と
通
常
の
ゴ
ン
ド
ラ
は
揺
れ
て
作

業
が
で
き
な
い
。
外
部
足
場
は
安
全
上
難

し
い
。
ゴ
ン
ド
ラ
は
3
週
間
ピ
ッ
チ
で
2

フ
ロ
ア
ご
と
に
降
ろ
し
て
い
る
」
と
説
明

す
る
。

ツ安全性などメリ
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都
住
供
物
件
の
大
規
模
改
修

S
M
S
工
法
を
採
用

め
て
採
用
さ
れ
た
。

同
工
法
は
、
建
物
外
周
に

日
綜
ゴ
ン
ド
ラ
(
本
社
・
一
連
結
式
ゴ
ン
ド
ラ
を
連
続
し

中
央
区
、
大
和
久
忠
政
社
長
)
一
て
設
置
す
る
。
各
ゴ
ン
ド
ラ

は
1
目
、
東
京
都
住
宅
供
給
一
(
基
本
の
長
さ
7
3
0
0
x

公
社
発
注
の
浅
沼
組
が
受
注
一
幅
8
2
0
x
高
さ
6
6
0
0

し
た
コ

i
シ
ャ
タ
ワ
i
佃
の
一

=r
・
積
載
荷
重

7
0
0キロ

大
規
模
改
修
工
事
の
現
場
見
一
号
)
間
は
障
害
物
が
な
く
自

学
会
を
開
い
た
。
一
由
に
往
来
で
き
る
回
廊
式
で

都
住
宅
供
給
公
社
で
は
超
一
あ
る
。
工
事
階
全
周
に
つ
い

高
層
住
宅
の
外
壁
部
の
補
一
て
の
長
い
回
廊
状
の
固
定
足

修
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
シ
!
一
場
で
、

2
フ
ロ
ア
ー
ご
と
に

ル
、
防
水
、
塗
装
工
事
改
修
一
作
業
を
進
め
て
い
く
ο

最
上

は
在
来
工
法
で
は
難
し
い
と
一
階
か
ら
建
物
2
フ
ロ
ア
ー
分

判
断
し
た
。
そ
こ
で
超
高
層
一
の
工
事
を
完
了
さ
せ
て
、
次

階
で
の
足
場
作
業
を
強
風
対
一
の
階
に
降
下
さ
せ
て
い
く
。

策
な
ど
安
定
し
た
作
業
効
率
一
最
下
位
の
住
民
も
、
工
事
期

が
持
続
で
き
る
「
連
結
式
ゴ
一
間
中
、
長
期
間
足
場
や
ネ
ツ

ン
ド
ラ
」

S
M
S
工
法
が
初
一
ト
で
建
物
全
体
を
覆
わ
れ
る

白
線
ゴ
ン
ド
ラ

コーシャタワー佃の34階と35
階部分を補修する「連結式ゴ

ンドラJのSMS工法

巧ミ

発行所建適新聞社

首都圏本部東京支社
東京都港区新橋1-17-2
守105-0004電話伽)3504-3551

多摩支局電話倒的527-7291

http://www.kentsu.co.jp/ 

新聞定価6ヵ月 39，000円(税込)

。遮通新聞社 2011
強行紙
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茸芝こ
と
が
な
く
、
工
事
フ
ロ
ア
一
荷
を
検
出
し
て
、
自
動
停
止

i
階
の
工
事
期
間
の
3
週
間
一
喝
す
る
の
で
危
険
作
業
を
防
止

程
度
の
我
慢
で
済
む
の
で
う
一
す
る
。
台
風
な
ど
の
強
風
で

っ
と
う
し
く
な
い
。
防
犯
面
一
風
速

m
M以
上
が
叩
分
間
続

で
も
、
空
中
足
場
で
1
階
足
一
い
た
場
合
は
作
業
を
停
止
す

場
か
ら
の
侵
入
が
防
げ
て
安
一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

心
で
あ
る
。
従
来
の
よ
う
に
一
ゴ
ン
ド
ラ
ケ
i
ジ
の
み
に
風

建
物
全
体
を
覆
わ
な
く
て
済
一
圧
力
を
受
け
る
た
め
、
基
本

む
た
め
、
美
観
を
損
な
わ
な
一
的
に
風
に
対
す
る
安
全
性
が

二
回
同
い
の
で
台
風
以
外
で
作
業

ゴ
ン
ド
ラ
ケ
i
ジ
に
は
、
一
を
中
止
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

飛
散
落
下
を
防
ぐ
た
め
の
オ
一
ど
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か

l
ニ
ン
グ
シ
!
ト
を
設
け
て
て
り
、
現
場
チ
ェ
ッ
ク
が
し
や

お
り
、
ケ
ー
ジ
の
柱
の
溝
に
一
す
く
、
工
程
管
理
が
組
み
や

差
し
込
む
構
造
で
、
工
具
な
一
す
い
作
業
現
場
と
な
っ
て
い

ど
の
落
下
を
防
ぐ
。
ゴ
ン
ド
一
る
。

ラ
ケ
ー
ジ
と
外
壁
間
は
落
下
一
同
社
は
製
造
認
可
を
受
け

防
止
エ
プ
ロ
ン
で
確
実
に
防
一
て
か
ら
灯
年
間
で
、
官
民
合

い
で
い
る
。
ま
た
、
固
定
金
一
わ
せ
て
お
件
の
現
場
施
工
実

具
で
建
物
壁
に
つ
な
い
で
揺
一
績
が
あ
る
。
同
改
修
建
物
の

れ
な
い
足
場
を
実
現
し
た
。
一
規
模
は
、

p
c、
R
C造
地

こ
の
た
め
、
地
上
で
の
作
業
一
下
2
階
地
上
幻
階
建
て
延
べ

と
同
じ
高
品
質
な
仕
事
が
で
一

4
万
6
2
8
9平
方

M
。
住

き

る

。

一

居

戸

数

4
2
5一
戸
。
所
在
地

ま
た
、
ゴ
ン
ド
ラ
ケ
!
ジ
一
は
、
中
央
区
佃
2
ノ
2
ノ
ロ
。

す
べ
て
に
「
ロ

l
ド
セ
ル
」
一
現
場
工
期
は
お
カ
月
で
3
月

を
設
置
し
て
過
積
載
、
過
負
一
末
完
成
予
定
。






